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(57)【要約】
【課題】長期にわたる血圧計の使用に際し、質の高い血
圧情報を極力負担なく、かつ手間なく得ることが可能な
血圧モニタリングシステムおよび血圧測定装置を提供す
ることを目的とする。
【解決手段】第一表示手段に対して測定データを送信で
きる血圧測定手段と、使用者が所有する第一表示手段と
、ネットワーク上に設けられ測定結果データベースと、
測定結果データベースとリンクし、使用者の診療記録デ
ータの一部として測定データが格納される診療情報デー
タベースと、医師等の医療従事者が所有する第二表示手
段と、を備えており、測定結果データベースに格納され
た測定データには、使用者を識別するための識別情報が
付加されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の上腕部に装着され、使用者の上腕部の血圧を測定するための血圧測定手段と、
　使用者が所有し、前記血圧測定手段から送信された使用者の血圧の測定データを受信す
るとともに表示する第一表示手段と、
　ネットワーク上に設けられ、ネットワークを介して前記第一表示手段から送信された前
記測定データが格納される測定結果データベースと、
　前記測定結果データベースとリンクし、使用者の診療記録データの一部として前記測定
データが格納される診療情報データベースと、
　医師等の医療従事者が所有し、前記診療情報データベースから前記測定データを含む使
用者の診療記録データを取得するとともに表示する第二表示手段と、を備えており、
　前記測定結果データベースに格納された測定データには、使用者を識別するための識別
情報が付加されていることを特徴とする血圧モニタリングシステム。
【請求項２】
　前記第一表示手段および前記第二表示手段のそれぞれは、前記測定データを時系列順に
表示するトレンドグラフを作成するためのグラフ作成手段と、
　前記グラフ作成手段によって形成されるトレンドグラフを表示するための表示部と、
　タッチ入力を検出する入力部と、を有しており、
　前記グラフ作成手段によって、前記トレンドグラフを前記表示部上で時系列に沿って移
動させるためのドラッグ操作またはフリック操作の方向を示す矢印情報が、前記トレンド
グラフと共に作成されていることを特徴とする請求項１に記載の血圧モニタリングシステ
ム。
【請求項３】
　前記測定結果データベースに対してアクセス許可され、前記測定結果データベースから
ネットワークを介して前記測定データを取得するとともに表示する第三表示手段を備える
ことを特徴とする請求項１または２に記載の血圧モニタリングシステム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の血圧モニタリングシステムに用いられ、使用者の
上腕部に装着される血圧測定手段を備えた血圧測定装置であって、
　血圧測定手段は
　血圧計本体と、
　前記血圧計本体を保持するとともに、使用者の上腕部に装着される装着帯と、を備えて
おり、
　前記血圧計本体は、使用者の上腕部の血管を圧迫するためのカフ部と、
　前記カフ部の圧力変化に基づいて血圧測定を行う血圧測定部と、
　前記血圧測定部により測定された血圧の測定データを、前記第一表示手段に送信する送
信手段と、を有することを特徴とする血圧測定装置。
【請求項５】
　前記装着帯は、使用者の上腕部の全周にわたって装着されるとともに前記血圧計本体を
保持する上腕装着部と、
　前記上腕装着部と一体形成されるとともに、使用者の前腕部の全周にわたって、かつ前
腕部に密着するようにして装着される前腕装着部とを有しており、
　前記前腕装着部は、この前腕装着部の径方向に伸縮自在に形成されていることを特徴と
する請求項４に記載の血圧測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血圧モニタリングシステムおよび血圧測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　日々の診療に「血圧計」は必要不可欠であり、近年では生活習慣病としての高血圧症の
増加などに伴って、家庭内においても血圧を測定することが行われ、家庭用の血圧計も広
く普及されるようになってきた。
　ところで、医療機関では、医師や看護師により測定された血圧（外来血圧）と、家庭血
圧に大きな差を認める場合がある。代表的なケースとしては、外来血圧が家庭血圧より高
値となる場合で、正常血圧の人が、診察室で一過性に血圧が上昇する「白衣高血圧」と呼
ばれるものである。
　一方、家庭血圧が外来血圧より高値になる「仮面高血圧」と呼ばれるケースもある。代
表的なケースとしては、早朝高血圧があり、血圧日内変動としての朝の血圧上昇が過度に
なった場合が含まれるが、日中の外来受診時には、血圧が下がり、高血圧を見落とされる
おそれもある。
【０００３】
　このような背景のなか、２４時間の血圧を定期的に測定することが、血圧情報の質をよ
り高める上で望ましいものとなってきている。医師や健康管理の専門家としては、血圧情
報の質を高めるために、家庭内での血圧情報も重要な情報であるところから、家庭におい
ても血圧の日内変動を測定できる血圧測定装置の開発が強く望まれてきた。
　そこで、従来、２４時間の血圧を定期的に自動で測定する装置「２４時間血圧計（ＡＢ
ＰＭ）」が開発され、日常生活の中で、どのように血圧が変化しているかを観ることがで
きるようになった（例えば、特許文献１参照）。
　この２４時間血圧計（ＡＢＰＭ）は上腕に血圧測定用のカフを巻き、記録器を肩にかけ
たり、腰に装着したりして１日を過ごす構造のもので、３０分または６０分おきに、血圧
を自動測定し、記録するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－４７１０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、臨床の現場からは、できるだけ長期にわたる血圧の測定データから質の高い
血圧情報を得て、臨床の現場に役立てられる血圧計の開発が強く望まれている。
　しかし、特許文献１に係る２４時間血圧計は、血圧測定用のカフに加えて、肩や腰に装
着する記録器が必要であり、コスト高になってしまう問題があった。このようにコストが
高くなってしまうと個人で購入して用いることが難しくなる。したがって、医師等が所有
する２４時間血圧計を貸し出すことになるが、より多くの人に使用してもらうには、どう
しても一人当たりの使用期間が短くなる。このため、長期にわたってモニタリングを行う
ことが難しくなり、質の高い血圧情報を得にくくなる場合がある。さらに、現状、多数の
人の血圧の測定データを管理する環境も整えられてはいないため、多数の人の需要に応え
ることが難しい場合がある。
　また、カフだけでなく記録器も装着する必要があるため、長期にわたって使用するとな
ると、使用者にとって負担となる場合がある。また、血圧の測定データは、医師の元に持
参することが想定されているため、長期にわたって血圧計を使用するとなると、通院回数
が多くなり、煩わしさを感じる場合もある。
【０００６】
　本発明の課題は、長期にわたる血圧計の使用に際し、質の高い血圧情報を極力負担なく
、かつ手間なく得ることが可能な血圧モニタリングシステムおよび血圧測定装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成すべく、本発明は次の技術的手段を講じた。
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　すなわち、請求項１に記載の発明は、使用者の上腕部に装着され、使用者の上腕部の血
圧を測定するための血圧測定手段と、
　使用者が所有し、前記血圧測定手段から送信された使用者の血圧の測定データを受信す
るとともに表示する第一表示手段と、
　ネットワーク上に設けられ、ネットワークを介して前記第一表示手段から送信された前
記測定データが格納される測定結果データベースと、
　前記測定結果データベースとリンクし、使用者の診療記録データの一部として前記測定
データが格納される診療情報データベースと、
　医師等の医療従事者が所有し、前記診療情報データベースから前記測定データを含む使
用者の診療記録データを取得するとともに表示する第二表示手段と、を備えており、
　前記測定結果データベースに格納された測定データには、使用者を識別するための識別
情報が付加されていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項１に記載の発明によれば、前記血圧測定手段は使用者の上腕部に装着されるもの
であり、この血圧測定手段により測定されるデータは、この血圧測定手段とは別個の第一
表示手段により表示されるようになっているため、（１）常に心臓に近い位置で血圧が測
定されることにより、手首式血圧計等に比べて正確な血圧の測定データが得られるととも
に、（２）血圧の測定結果を血圧測定手段とは別個の第一表示手段により表示されるよう
になっているので、上腕部に装着される血圧測定手段にはディスプレイ等の表示手段が設
けられないために上腕部の装置の小型化を図ることができる利点がある。そしてこれによ
り、正確な血圧測定と小型化が図れるために２４時間行動下血圧計としての適用性を高め
ることができる。さらに、血圧測定手段からの前記測定データの記録は前記測定結果デー
タベースに格納されるため、血圧測定手段に装備されるメモリー等の制限を受けることが
なく、長期にわたって血圧計を使用する場合であっても、使用者の身体的負担や精神的負
担を軽減することができる。
　また、前記血圧測定手段からの前記測定データを受信する前記第一表示手段として、例
えばスマートフォンやＰＤＡ、タブレット端末等の各種携帯情報端末や、各種パーソナル
コンピューター等のうち、使用者が所有し、かつ日常的に使用しているものを採用すれば
、これらに血圧測定データの表示ソフトをインストールすることにおり、血圧測定手段で
測定した血圧データを容易に表示可能であるため、機器のコストを血圧の測定のみに特化
し得て血圧計全体の製造コストが高くなることを防ぐことができる。これによって、２４
時間行動下血圧計を個人でも購入しやすくなるので、長期にわたる血圧のモニタリングが
実行しやすくなり、結果的に質の高い血圧情報を得やすくなる。
　しかも、前記測定結果データベースに格納された測定データには、使用者を識別するた
めの識別情報が付加されているので、多数の使用者ごとのデータ管理が可能となる。これ
によって、多数の人の需要に応えられる環境を容易に形成することができ、従来のように
一人当たりの血圧計の使用期間を短くする必要もなくなり、長期にわたる血圧のモニタリ
ングを行いたいという多数の人の需要に応えることができる。
　また、前記測定データは前記測定結果データベースに格納されており、医師等の医療従
事者は、前記診療情報データベースを通じて前記測定データを取得できるので、使用者が
前記測定データを、医師の元に逐次持参する必要が無くなる。このため、長期にわたって
前記血圧を測定する場合であっても、通院回数が多くなることを防ぐことができるので手
間が無く、使用者の身体的負担や精神的負担の軽減に寄与できることになる。
　さらに、医師等の医療従事者は、前記診療情報データベースから前記測定データを含む
使用者の診療記録データを取得できるので、前記２４時間行動下における測定データを含
む診療記録データから、使用者の健康状態を的確に把握できるようになる。また白衣高血
圧や仮面高血圧、職場高血圧、モーニングサージなどの状況を医師が容易に把握できるた
め、臨床における診療への活用性を向上することができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の血圧モニタリングシステムにおいて、前記
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第一表示手段および前記第二表示手段のそれぞれは、前記測定データを時系列順に表示す
るトレンドグラフを作成するためのグラフ作成手段と、
　前記グラフ作成手段によって形成されるトレンドグラフを表示するための表示部と、
　タッチ入力を検出する入力部と、を有しており、
　前記グラフ作成手段によって、前記トレンドグラフを前記表示部上で時系列に沿って移
動させるためのドラッグ操作またはフリック操作の方向を示す矢印情報が、前記トレンド
グラフと共に作成されていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、前記表示部には、前記測定データを時系列順に表示し
た前記トレンドグラフを表示できるので、血圧の変動等の血圧情報が見やすくなる。また
、前記グラフ作成手段によって、前記トレンドグラフの作成時に前記矢印情報を同時に作
成されることから、前記矢印情報に基づいて、前記トレンドグラフをドラッグ操作または
フリック操作を行うだけで、前記トレンドグラフを前記表示部上で時系列に沿って簡単に
移動させることができる。そして、このように血圧情報が見やすくなり、前記トレンドグ
ラフの操作もしやすくなるので、医師等の医療従事者による診断がしやすくなる。これに
よって、結果的には血圧情報の質を高めることができるので、使用者の健康状態の向上に
寄与できる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の血圧モニタリングシステムにおい
て、前記測定結果データベースに対してアクセス許可され、前記測定結果データベースか
らネットワークを介して前記測定データを取得するとともに表示する第三表示手段を備え
ることを特徴とする。
【００１２】
　請求項３に記載の発明によれば、前記第三表示手段は、前記測定結果データベースから
ネットワークを介して前記測定データを取得できるので、例えば、使用者自身が、前記第
一表示手段とは異なる情報端末を利用して前記測定データを取得したり、医師等の医療従
事者が、前記第二表示手段とは異なる情報端末を利用して前記測定データを取得したり、
第三者が前記測定データを取得したりすることができる。これによって、前記測定結果デ
ータベースに対してアクセス許可されてさえいれば、いつでもどこでも使用者の血圧情報
を得ることができるので、必要に応じて適宜診断が可能となり、使用者の健康状態の向上
に寄与できる。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の血圧モニタリングシス
テムに用いられ、使用者の上腕部に装着される血圧測定手段を備えた血圧測定装置であっ
て、
　血圧測定手段は
　血圧計本体と、
　前記血圧計本体を保持するとともに、使用者の上腕部に装着される装着帯と、を備えて
おり、
　前記血圧計本体は、使用者の上腕部の血管を圧迫するためのカフ部と、
　前記カフ部の圧力変化に基づいて血圧測定を行う血圧測定部と、
　前記血圧測定部により測定された血圧の測定データを、前記第一表示手段に送信する送
信手段と、を有することを特徴とする。
【００１４】
　請求項４に記載の発明によれば、前記血圧計本体は、使用者の上腕部の血管を圧迫する
ためのカフ部と、前記カフ部の圧力変化に基づいて血圧測定を行う血圧測定部と、を有す
るので、使用者の上腕部で血圧の測定を行うことができる。これによって、例えば手首な
どで血圧の測定を行う場合に比して、外部環境に左右されにくい正確な測定データを得る
ことができるので、血圧情報の質の向上に寄与できる。
　そして、前記血圧計本体は、前記血圧測定部により測定された血圧の測定データを、前
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記第一表示手段に送信する送信手段を有するので、この送信手段によって、前記測定デー
タを、前記第一表示手段に確実に送信することができる。
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の血圧測定装置において、前記装着帯は、使
用者の上腕部の全周にわたって装着されるとともに前記血圧計本体を保持する上腕装着部
と、
　前記上腕装着部と一体形成されるとともに、使用者の前腕部の全周にわたって、かつ前
腕部に密着するようにして装着される前腕装着部とを有しており、
　前記前腕装着部は、この前腕装着部の径方向に伸縮自在に形成されていることを特徴と
する。
【００１６】
　請求項５に記載の発明によれば、前記上腕装着部は、前記血圧計本体を保持しているこ
とから、前記カフ部も同時に保持していることになる。したがって、血圧の測定時には前
記カフ部が膨らみ、測定時以外は萎むため、前記上腕装着部は、使用者の上腕部に対して
、血圧の測定時には密着し、測定時以外には比較的緩い装着状態となる。このため、前記
前腕装着部を、使用者の前腕部に密着させるようにして装着させれば、この前腕装着部に
よって前記上腕装着部および前記血圧計本体を支持することができる。これによって、使
用者の腕部に対する前記上腕装着部および前記血圧計本体の装着状態を継続できるので、
例えば血圧計のずり落ちを気にすることで使用者が感じる身体的負担や精神的負担を軽減
でき、長期にわたる血圧測定に好適となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、長期にわたる血圧計の使用に際し、質の高い血圧情報を極力負担なく
、かつ手間なく得ることが可能となる。また、より多くの人が、質の高い血圧情報を得ら
れるような環境を形成することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る血圧モニタリングシステムの構成を示す図である。
【図２】図１に示す血圧モニタリングシステムの一部を詳細に示す図である。
【図３】血圧測定装置およびその装着状態を示す図である。
【図４】使用者と、血圧測定装置と、第一表示手段との関係を示す図である。
【図５】血圧測定装置と心臓との位置関係を考慮した血圧計の装着状態を示す図である。
【図６】本発明に係る血圧測定装置の詳細を示す図である。
【図７】図６に示す血圧測定装置の別の形態を示す図である。
【図８】図６に示す血圧測定装置を広げた状態を示す図である。
【図９】血圧測定装置の制御回路と第一表示手段の構成とを示す図である。
【図１０】第二表示手段の構成を示す図である。
【図１１】第三表示手段の構成を示す図である。
【図１２】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１３】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１４】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１５】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１６】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１７】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【図１８】表示部に表示される画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（血圧モニタリングシステムの基本構成）
　本実施の形態の血圧モニタリングシステムは、図１～図１８に示すように、使用者１，
２の上腕部Ａ１に装着され、使用者１，２の上腕部Ａ１の血圧を測定するための血圧計本
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体１０を有する血圧測定手段３（血圧測定装置）と、
　使用者１，２が所有し、前記血圧測定手段３から送信された使用者１，２の血圧の測定
データ４を受信するとともに表示する第一表示手段６０と、
　ネットワーク５上に設けられ、ネットワーク５を介して前記第一表示手段６０から送信
された前記測定データ４が格納される測定結果データベース１００と、
　前記測定結果データベース１００とリンクし、使用者１，２の診療記録データ１２０の
一部として前記測定データ４が格納される診療情報データベース１１０と、
　医師等の医療従事者６が所有し、前記診療情報データベース１１０から前記測定データ
４を含む使用者１，２の診療記録データ１２０を取得するとともに表示する第二表示手段
８０と、を備える。
　また、前記測定結果データベース１００に対してアクセス許可され、前記測定結果デー
タベース１００からネットワーク５を介して前記測定データ４を取得するとともに表示す
る第三表示手段９０を備える。
　そして、前記測定結果データベース１００に格納された測定データ４には、使用者１，
２を識別するための識別情報が付加されている。
　なお、本実施の形態における測定データ４とは、少なくとも血圧測定手段３によって測
定された血圧の測定値と、血圧の測定時間と、を含むものである。
【００２０】
　使用者１，２とは、血圧測定手段３を使用する者を指している。具体的には、例えば医
師等の医療従事者６によって血圧のモニタリングが必要と判断された人で、かつ、健康を
診断する一環として血圧のモニタリングを行う健常者や在宅要介護者等が挙げられるが、
特に限定されるものではなく、様々な属性の人が血圧測定手段３を使用することができる
。
　なお、本実施の形態の血圧モニタリングシステムにおいては多数の使用者１，２が一度
に長期間にわたってモニタリングを行うことができる。したがって、図１では複数の使用
者１，２が表されている。
　医師等の医療従事者６は、医師だけでなく、血圧や血液の解析を行うための医療機関（
血液解析センター）やその他の医療機関・施設等を指す場合もあり、特に限定されるもの
ではないが、測定データ４を元に診断を下す行為は医療行為であり、いずれの医療機関や
施設であっても医師が常駐しているか、または医師との連携が行われている必要がある。
【００２１】
（血圧測定手段３の構成）
　前記血圧測定手段３は、図１～図９に示すように、血圧計本体１０と、前記血圧計本体
１０を保持するとともに、使用者１，２の腕部Ａのうち、少なくとも上腕部Ａ１に装着さ
れる装着帯２０と、を備える。
　また、前記血圧計本体１０は、カフ部１１と、血圧測定部と、この血圧測定部により測
定された血圧の測定データ４を、前記第一表示手段６０に送信する送信手段としての送受
信部３０とを有する。
【００２２】
　前記カフ部１１は、使用者１，２の上腕部Ａ１の血管を圧迫するためのものであり、充
気方式の充気嚢構造となっている。また、前記カフ部１１は、前記装着帯２０の上腕装着
部２１（後述する）と一体的に、かつ、この上腕装着部２１の長さ方向に沿って設けられ
ており、上腕部Ａ１全体に捲かれる長条形とされている。
【００２３】
　前記血圧測定部は、前記カフ部１１の圧力変化に基づいて血圧測定を行うものであり、
後述する圧力センサー３５やマイクロフォン３６等を機能させることにより最高血圧およ
び最低血圧を測定し、さらに、信号化された血圧データを解析して動脈波形に変換するこ
とができる。
　また、前記血圧測定部は、使用者１，２の上腕部Ａ１に沿って若干湾曲した保持板部１
３と、血圧測定のための各種機器が具備された機器本体１４とを主体として構成されてい
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る。
【００２４】
　前記保持板部１３は軟質のプラスチック等でほぼ長方形に成形された板状のものであり
、前記装着帯２０（特に上腕装着部２１）に対して着脱自在に取り付けられている。
　前記保持板部１３の表面には、図８に示すように、前記機器本体１４を着脱自在に固定
する保持部１６が取り付けられている。この保持部１６には前記カフ部１１への空気を送
る空気流通管１７，１８が設けられており、これら空気流通管１７，１８を介して、前記
機器本体１４に設けられる空気ポンプ４４から送られてきた空気が前記カフ部１１の中に
入り、また前記カフ部１１内の空気が洩気されるようになっている。
【００２５】
　前記機器本体１４は、血圧測定部の主要部となるもので、防音構造となった箱型のケー
ス１５と、この箱型のケース１５内に収められた各種機器と、これら各種機器を制御する
制御回路とから構成されており、ケース１５は保持部１６の左右側板１６ａ、１６ｂの間
にスライドして嵌め込まれ、側板先端にある突起１６ｃによって固定されるようになって
いる。
【００２６】
　前記機器本体１４は、前記ケース１５内に収められた前記各種機器および前記制御回路
として、送受信部３０と、制御部３１と、記憶部３２と、圧力センサー３５と、マイクロ
フォン３６と、血圧測定回路３７と、位置センサー３９と、体位判定回路４０と、血圧補
正回路４１と、時計回路４２と、血圧測定タイマー回路４３と、空気ポンプ４４と、洩圧
弁４５と、昼覚醒時制御回路４６と、夜間睡眠時制御回路４７と、機器制御回路４８と、
安全回路４９と、手動測定回路５０と、脈拍検出回路５２と、活動量測定回路５３と、ス
トップボタン５４と、手動ボタン５５と、を備える。また、前記ケース１５内には、各種
機器を動作させるための電池１９が収められている。
【００２７】
　前記装着帯２０は、図３（ａ）～（ｆ）に示すように、少なくとも上腕部Ａ１に装着さ
れるものであり、そのデザイン等は特に限定されるものではない。
　使用者１，２の上腕部Ａ１にのみ装着される装着帯２０の場合は、使用者１，２の上腕
部Ａ１の全周にわたって装着されるとともに前記血圧計本体１０を保持する上腕装着部２
１を主体として構成されている。
　使用者１，２の上腕部Ａ１と前腕部Ａ２にわたって装着される装着帯２０の場合は、前
記上腕装着部２１と、この上腕装着部２１と一体形成されるとともに、使用者１，２の前
腕部Ａ２の全周にわたって、かつ前腕部Ａ２に密着するようにして装着される前腕装着部
２２とを有しており、この前腕装着部２２は、この前腕装着部２２の径方向に伸縮自在に
形成されている。さらに、前記上腕装着部２１と前記前腕装着部２２との間に設けられる
肘用パッド２３を有する。
【００２８】
　前記上腕装着部２１は、図６および図８に示すように、上腕部Ａ１全体に捲かれる長条
形とされている。
　前記上腕装着部２１は、上述のように前記血圧計本体１０を保持しており、特に前記カ
フ部１１は、この上腕装着部２１の長さ方向に沿って一体的に設けられている。
　また、前記上腕装着部２１の両端には表面に面ファスナー２１ａ，２１ｂが設けられて
いる。前記カフ部１１は、これら面ファスナー２１ａ，２１ｂが設けられた部位には設け
られていないものとする。
【００２９】
　また、前記血圧測定手段３を上腕部Ａ１に装着する際は、例えば立位時においては、図
５に示すように、前記血圧測定手段３と心臓Ｈとの高さ位置が、略等しくなるように装着
する。また、前記血圧計本体１０が、上腕部Ａ１のうち上腕二頭筋の位置に合うように装
着する。
【００３０】
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　なお、図７は、前記上腕装着部２１の別の態様を示すもので、図６および図８に示すよ
うなベルト状のものではなく、上腕部Ａ１に最初から捲くようなリング状に形成したもの
で、上腕部Ａ１への取り付けをより容易にしたものである。この場合、この上腕装着部２
１は伸縮性のある素材で形成されて、上腕部Ａ１から簡単にずり落ちたりしないように配
慮されている。
【００３１】
　前記装着帯２０のうち、前記上腕装着部２１と前記前腕装着部２２とを有するものによ
れば、使用者１，２の腕部Ａに対する前記上腕装着部２１および前記血圧計本体１０の装
着状態を継続できるので、例えば血圧測定手段３のずり落ちを気にすることで使用者１，
２が感じる身体的負担や精神的負担を軽減でき、長期にわたる血圧測定に好適となる。
　すなわち、前記上腕装着部２１は、前記血圧計本体１０を保持していることから、前記
カフ部１１も同時に保持していることになる。したがって、血圧の測定時には前記カフ部
１１が膨らみ、測定時以外は萎むため、前記上腕装着部２１は、使用者１，２の上腕部Ａ
１に対して、血圧の測定時には密着し、測定時以外には比較的緩い装着状態となる。この
ため、前記前腕装着部２２を、使用者１，２の前腕部Ａ２に密着させるようにして装着さ
せれば、この前腕装着部２２によって前記上腕装着部２１および前記血圧計本体１０を支
持することができる。
　なお、図示はしないが、前記前腕装着部２２には、前腕部Ａ２の締め付け具合を調整で
きるベルト等の調整手段が設けられていてもよいものとする。なお、前記前腕装着部２２
で前記装着帯２０自体を支持している際は、前記上腕装着部２１は比較的弛緩した状態と
なっていてもよい。
【００３２】
（第一表示手段６０の構成）
　前記第一表示手段６０は、例えばスマートフォンやＰＤＡ、タブレット端末等の各種携
帯情報端末や、各種パーソナルコンピューター等のうち、使用者１，２が所有し、かつ日
常的に使用しているものである。そして、専用のアプリケーションが搭載されることによ
って、前記機器本体１４からの信号を解析して動脈波形に変換したり、２４時間行動下に
おける血圧の測定時間を設定し、当該設定時間において血圧測定手段を制御したり、使用
者１，２の日常の活動内容を設定したりすることができる。さらに、前記機器本体１４と
の間での通信が可能であり、前記機器本体１４に制御情報を送信したり、前記機器本体１
４から測定データ４を受信したりすることができる。なお、この第一表示手段には、専用
のアプリケーションの代わりに、専用の回路を搭載してもよいものとする
　このような制御を可能とするため、この第一表示手段６０は、各種プログラムを実行す
るための制御部６１と、各種プログラムおよび各種データが記憶される記憶部６２と、各
種情報を表示する表示部６３と、タッチ入力を検出する入力部６４と、送受信部６５等を
主体として構成されている。
　なお、前記入力部６４は、前記表示部６３に重ねて配置された透明のタッチスクリーン
等からなり、これら表示部６３と入力部６４とによってタッチパネルを構成している。
【００３３】
　さらに、この第一表示手段６０においては、血圧測定の設定とアジェンダ設定が行われ
るとともに、血圧の測定時間と使用者の日常の活動内容とを関連づけて、前記表示部６３
に動脈波形とともにこれらの情報が表示される。
　このような動作を可能とするため、本実施の形態の第一表示手段は、前記制御部６１と
、前記記憶部６２と、前記表示部６３と、前記入力部６４と、前記送受信部６５と、アジ
ェンダ設定手段６６と、時計手段６７と、血圧測定タイマー手段６８と、ドクター指示入
力手段６９と、血圧データ処理手段７０と、アラーム手段７１と、液晶表示指示手段７２
と、を備える。
　なお、前記表示部６３には、少なくとも、測定された血圧の測定値に基づく動脈波形と
、血圧の測定時間と使用者１，２の日常の活動内容とを関連付けた情報と、を含む情報が
表示される。また、本実施の形態においては、前記測定データ４としては、少なくとも血
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圧測定手段３によって測定された血圧の測定値と、血圧の測定時間と、を含むものとした
が、このように動脈波形と、血圧の測定時間と使用者１，２の日常の活動内容とを関連付
けた情報と、をさらに含む情報を測定データ４としてもよい。
【００３４】
　また、前記第一表示手段６０は、さらに、前記測定データ４を時系列順に表示するトレ
ンドグラフを作成するためのグラフ作成手段７６を備える。
　このグラフ作成手段７６によって形成されるトレンドグラフは、図４に示すように、前
記表示部６３に表示することができる。
　また、このグラフ作成手段に７６よって、前記トレンドグラフを前記表示部６３上で時
系列に沿って移動させるためのドラッグ操作またはフリック操作の方向を示す矢印情報Ｙ
を、前記トレンドグラフと共に作成することができる。この矢印情報Ｙは、前記トレンド
グラフを移動させることが可能な方向を示す一つまたは二つの矢印と、日付とが表示され
ている。前記トレンドグラフを移動操作する際は、前記表示部６３上に指を当てて、矢印
の方向に向かってドラッグ操作またはフリック操作を行うことで、前記トレンドグラフを
移動させることができ、別の日付のトレンドグラフを前記表示部６３上に表示させること
ができる（例えば図１６から図１７に画面が切り替わる）。
　なお、前記トレンドグラフは、前記測定データ４が反映されたグラフであり、血圧の測
定値（最高血圧・最低血圧・脈拍）に基づく波形と、脈間隔変動情報と、体動検出情報と
、血圧の測定時間とを見ることができる。
【００３５】
　なお、前記第一表示手段６０は、図２に示すように、前記表示部６３に表示されるトレ
ンドグラフやその他の情報を、プリンター７等の出力手段によって出力できるように設定
されている。
　また、前記第一表示手段６０が、例えばスマートフォン等のようにプリンター７等の出
力手段と接続されていないものであれば、一旦、使用者１，２が所有する他の端末のうち
、プリンター７等の出力手段と接続された端末６０ａにデータを送り、この端末６０ａを
利用してトレンドグラフ等を出力してもよい。
　さらに、この端末６０ａから前記測定結果データベース１００へと測定データ４を送信
してもよいものとする。この場合、前記端末６０ａにも、前記第一表示手段６０と同様の
専用のアプリケーションが搭載されているものとする。
【００３６】
（第二表示手段８０の構成）
　前記第二表示手段８０は、例えばスマートフォンやＰＤＡ、タブレット端末等の各種携
帯情報端末や、各種パーソナルコンピューター等のうち、医師等の医療従事者６が所有し
、かつ日常的に使用しているものである。
　この第二表示手段８０は、前記診療情報データベース１１０に対してアクセス許可され
ており、前記診療情報データベース１１０から前記測定データ４を含む使用者１，２の診
療記録データ１２０を取得するとともに表示することができる。なお、この第二表示手段
８０は、前記測定結果データベース１００にもアクセス可能に設定されている。
　このような動作を可能とするため、この第二表示手段８０は、図１０に示すように、各
種プログラムを実行するための制御部８１と、各種プログラムおよび各種データが記憶さ
れる記憶部８２と、各種情報を表示する表示部８３と、タッチ入力を検出する入力部８４
と、送受信部８５等を主体として構成されている。
　なお、前記入力部８４は、前記表示部８３に重ねて配置された透明のタッチスクリーン
等からなり、これら表示部８３と入力部８４とによってタッチパネルを構成している。
【００３７】
　そして、前記第二表示手段８０には、専用のアプリケーションが搭載されることによっ
て、トレンドグラフを作成したり、前記表示部８３上に、前記測定データ４と前記診療記
録データ１２０とをリンクさせて表示したり、特定の使用者１，２に対して血圧の測定時
間を指示したりすることができる。
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　このような動作を可能とするため、この第二表示手段８０は、前記制御部８１等と、グ
ラフ作成手段８６と、データリンク手段８７と、ドクター指示手段８８とを備える。
【００３８】
　前記グラフ作成手段８６は、前記測定データ４を時系列順に表示するトレンドグラフを
作成するためのものであり、前記第一表示手段６０のグラフ作成手段７６と同様の機能を
果たすように設定されている。
【００３９】
　前記データリンク手段８７は、前記測定データ４やトレンドグラフと、前記診療記録デ
ータ１２０とをリンクさせて前記表示部８３上に表示するためのものである。
　このようなデータリンク手段８７によれば、例えば図１４および図１５に示すように、
前記診療情報データベース１１０に記憶された使用者１，２のデータを前記表示部８３上
に表示しながら、使用者１，２の測定データ４も前記表示部８３上に表示することができ
る。
【００４０】
　また、前記ドクター指示手段８８は、特定の使用者１，２に対して血圧の測定時間を指
示するためのものである。特定の使用者１，２の診療記録データ１２０を元に医師が診断
を行い、血圧を測定したい時間を決定する。その情報をドクター指示情報として、前記送
受信部８５を介して、特定の使用者１，２が所有する前記第一表示手段６０に送信するこ
とができる。
　なお、前記第一表示手段６０は、ドクター指示情報を、前記送受信部６５を介して受信
し、前記ドクター指示入力手段６９によって適宜処理される。すなわち、医師等の医療従
事者６は、前記第二表示手段８０を操作し、前記第一表示手段６０を介して、前記血圧測
定手段３による血圧測定の時間を設定することができる。
【００４１】
　なお、前記第二表示手段８０は、前記表示部８３に表示されるトレンドグラフやその他
の情報を、プリンター７等の出力手段によって出力できるように設定されている。
【００４２】
（第三表示手段９０の構成）
　前記第三表示手段９０は、例えばスマートフォンやＰＤＡ、タブレット端末等の各種携
帯情報端末や、各種パーソナルコンピューター等である。
　なお、この第三表示手段９０の所有者は特に限定されておらず、前記測定結果データベ
ース１００に対してアクセス可能であり、前記測定結果データベース１００側からアクセ
ス許可を受けることができるものであればよい。
　したがって、使用者１，２や医師等の医療従事者６が、前記第一表示手段６０や前記第
二表示手段８０以外の外部のコンピューター等である第三表示手段９０から、必要に応じ
て前記測定結果データベース１００にアクセスし、必要な情報（測定データ４）を見るこ
とができる。例えば図１に示すように、自宅８ａや外出先８ｂ等にある前記第一表示手段
６０や前記第二表示手段８０以外のコンピューター等を利用して、前記測定結果データベ
ース１００に格納された測定データ４を見ることができる。
　このような動作を可能とするため、この第三表示手段９０は、図１１に示すように、各
種プログラムを実行するための制御部９１と、各種プログラムおよび各種データが記憶さ
れる記憶部９２と、各種情報を表示する表示部９３と、入力部９４と、送受信部９５等を
主体として構成されている。
　なお、前記入力部９４は、タッチパネルを採用しても良いし、例えばキーボードやマウ
ス等、その他の入力方法を採用してもよいものとする。
【００４３】
　そして、前記第三表示手段９０には、専用のアプリケーションが搭載されることによっ
て、トレンドグラフを作成することができる。このような動作を可能とするため、この第
三表示手段９０は、前記制御部９１等と、グラフ作成手段９６とを備える。
　前記グラフ作成手段９６は、前記測定データ４を時系列順に表示するトレンドグラフを
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作成するためのものであり、前記第一表示手段６０のグラフ作成手段７６と同様の機能を
果たすように設定されている。
【００４４】
　なお、前記第三表示手段９０は、前記表示部９３に表示されるトレンドグラフやその他
の情報を、プリンター７等の出力手段によって出力できるように設定されている。
【００４５】
（測定結果データベース１００の構成）
　前記測定結果データベース１００は、ネットワーク５上に設けられ、ネットワーク５を
介して前記第一表示手段６０から送信された前記測定データ４が格納されるものである。
　この測定結果データベース１００は、サーバ１０１による制御に基づいてデータの処理
が行われる。
【００４６】
　前記サーバ１０１は、制御部や送受信部等の基本構成（図示せず）に加えて、前記測定
結果データベース１００に格納された測定データ４に対して使用者１，２の識別情報を付
加する識別情報付加手段１０２を備える。
　前記測定結果データベース１００には、使用者１，２および識別情報ごとに測定データ
４が記憶されており、使用者１，２および識別情報ごとに測定データ４を取得することが
できる。
　なお、本実施の形態においては、前記測定データ４としては、少なくとも血圧測定手段
３によって測定された血圧の測定値と、血圧の測定時間と、を含むものとしたが、このよ
うに前記測定結果データベース１００に格納された測定データ４には、使用者１，２の識
別情報がさらに含まれているものとする。
【００４７】
　また、前記サーバ１０１は、認証サーバとしての機能を有する。
　すなわち、前記測定結果データベース１００から情報を取得しようとアクセスしてきた
前記第一表示手段６０や前記第二表示手段８０、前記第三表示手段９０、前記診療情報デ
ータベース１１０、またはその他のコンピューター等が、アクセス許可を受けている正規
のユーザー・端末であるかを、例えばＩＤやパスワード、電子証明書等により判別（認証
）することができる。
　正規のユーザー・端末であれば、予め設定した権限に基づいて、前記測定結果データベ
ース１００に対して情報を送信したり、前記測定結果データベース１００から情報を取得
したりすることができる。これによって、例えば使用者１，２が、前記第一表示手段６０
として、専用のアプリケーションが搭載された複数種類の端末を使用していても、前記測
定結果データベース１００によって認証が行われるので、前記測定データ４の管理を確実
に行うことができる。
【００４８】
　なお、前記測定結果データベース１００は、医師等の医療従事者６によって管理されて
いてもよいし、データ管理を業務とする企業によって管理されていてもよい。
【００４９】
（診療情報データベース１１０の構成）
　前記診療情報データベース１１０は、前記測定結果データベース１００とリンクし、使
用者１，２の診療記録データ１２０の一部として前記測定データ４が格納されるものであ
る。
　この診療情報データベース１１０は、制御部や送受信部等の基本構成（図示せず）を備
えたサーバ１１１による制御に基づいてデータの処理が行われる。
【００５０】
　前記診療情報データベース１１０には、医師等の医療従事者６が管理する診療記録デー
タ１２０（電子カルテ）が多数記憶されている。
　これら多数の診療記録データ１２０の中には、使用者１，２の診療記録（診療に関する
経過を記録したもの）が書き込まれた診療記録データ１２０も含まれており、前記測定デ
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ータ４は、この診療記録データ１２０の一部として診療記録に書き込まれている。
　すなわち、前記診療情報データベース１１０は、前記測定結果データベース１００とリ
ンクしているため、前記測定結果データベース１００に記憶された測定データ４は、前記
診療情報データベース１１０にも記憶されることになる。そして、前記測定データ４には
識別情報が付加されているため、前記診療情報データベース１１０内に記憶された使用者
１，２ごとの診療記録データ１２０にも、使用者１，２ごとの測定データ４が確実に書き
込まれることになる。
　さらに、前記診療情報データベース１１０の中には、その他の診療に関する諸記録もデ
ータ化されて格納されている。なお、本実施の形態の第二表示手段８０では、該その他の
診療に関する諸記録も前記表示部８３に表示することができ、該その他の診療に関する諸
記録は前記診療記録データ１２０に含まれるものとしてもよい。
【００５１】
　なお、この診療情報データベース１１０自体は、医師等の医療従事者６によって管理さ
れていてもよいし、データ管理を業務とする企業によって管理されていてもよいが、記憶
された診療記録データ１２０は、血圧の診断を使用者１，２に対して直接下す医師が属す
る病院や医療機関等によって管理されている。
【００５２】
（血圧測定手段３の機器本体１４と第一表示手段６０の機能）
　図９は、前記血圧測定手段３のうち、前記圧力センサー３５や空気ポンプ４４等の各種
機器を含む前記機器本体１４の基本回路と、前記第一表示手段６０のうちの血圧測定に必
要な構成とを示すものである。
　前記血圧測定手段３の機器本体１４では、基本回路に組み込まれる各種回路や前記各種
機器は制御部３１と接続されており、この制御部３１の制御によって各種の動作を行うこ
とが可能となっている。
　また、前記第一表示手段６０においても、各種手段は前記制御部６１と接続されており
、この制御部６１の制御によって各種の動作を行うことが可能となっている。
【００５３】
　前記機器本体１４の回路は、使用者１，２の血圧と脈拍を測定するための機器等とこれ
らの機器を制御する制御回路とから構成されている。この制御回路の前記制御部３１によ
って、阻血圧力を検知する圧力センサー３５、コロトコフ音を検知するマイクロフォン３
６、これらコロトコフ音情報と圧力情報に基づいて最高血圧と最低血圧を測定する血圧測
定回路３７、昼覚醒時制御回路４６、夜間睡眠時制御回路４７、血圧補正回路４１、空気
ポンプ４４、洩圧弁４５、ストップボタン５４、機器制御回路４８、安全回路４９、手動
ボタン５５、手動測定回路５０、脈拍検出回路５２、血圧測定タイマー回路４３、記憶部
３２等を制御して血圧を測定できるようになっている。
　また、この機器本体１４には位置センサー３９、体位判定回路４０、活動量測定回路５
３が備えられており、いわゆるライフレコーダーとして歩行数、歩行時間等も測定できる
ようになっている。
　そして、これらの測定情報は前記送信手段である送受信部３０によって前記第一表示手
段６０へ送られ、また前記第一表示手段６０から送られてきた制御情報を受けて、前記記
憶部３２に情報を記録し、当該制御情報に基づいて前記機器本体１４を作動させることが
できる。
【００５４】
　一方、前記第一表示手段６０の構成は、血圧解析のための手段（プログラム等）を主体
として構成されており、血圧解析手段としての前記制御部６１、血圧データ処理手段７０
、アラーム手段７１、血圧測定タイマー手段６８、時計手段６７、アジェンダ設定手段６
６、ドクター指示入力手段６９、液晶表示指示手段７２等の各種手段を備える。
　前記制御部３１によって、前記機器本体１４から送られてきた測定データ４を解析処理
し、またアジェンダ設定手段６６とドクター指示入力手段６９で入力された測定指示デー
タを、前記送受信部６５を介して前記機器本体１４に送信できるようになっている
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【００５５】
　ここで、前記機器本体１４の回路のうち、前記血圧測定回路３７は、昼覚醒時制御回路
４６と夜間睡眠時制御回路４７とに接続されており、昼の覚醒時と夜間の睡眠時とでそれ
ぞれ血圧測定の回路が分かれるようになっている。
　昼覚醒時制御回路４６は昼間の行動期、労作時の血圧などを測定する際に使用され、昼
間平均値の算出をする。
　夜間睡眠時制御回路４７は主として夜間睡眠時の血圧、睡眠より早朝覚醒に至る血圧上
昇を測定する際に使用され、夜間平均値の算出をするようになっている。
　なお、本実施の形態においては、昼と夜との血圧測定を昼覚醒時制御回路４６と夜間睡
眠時制御回路４７との２つの回路を使って行うようにしているが、これらの回路４６，４
７は一つの回路で行うようにしても良いことは言うまでもない。
　また、昼間と夜間との区別は、前記第一表示手段６０の前記アジェンダ設定手段６６に
より設定されており、通常は、昼覚醒時は例えば起床した朝６時から就寝前の午後１０時
に設定され、夜間睡眠時は例えば就寝後の午後１０時から朝６時などに設定される。
【００５６】
　また、前記血圧測定回路３７に基づく血圧測定では、血圧補正回路４１によって誤差を
補正できるようになっている。
　すなわち、この血圧補正回路４１は、人間の体位（臥位、坐位、立位）によって前記カ
フ部１１の中心が使用者１，２の心臓Ｈの位置より高くなったり、低くなったりするため
に生じる差に対して静水圧の差が加わることになるために、その誤差を補正するもので、
位置センサー３９および体位判定回路４０によって測定時の体位を判定し、測定値の補正
をすることができるようになっている。
【００５７】
　また、前記血圧測定回路３７に基づく血圧測定は、機器制御回路４８と連携して動作す
るように構成されている。この機器制御回路４８は、前記空気ポンプ４４および洩圧弁４
５と、血圧測定回路３７に基づく血圧測定を中止するための非常用のストップボタン５４
とを制御できるように設定されている。
　さらに、この機器制御回路４８には安全回路４９が接続されており、前記空気ポンプ４
４の異常加圧等、機器の異常が検知されたときに動作を自動で中止して血圧測定を中断で
きるようになっている。
【００５８】
　前記手動ボタン５５は、手動で血圧測定する場合に使用されるもので、前記ケース１５
の表面に露出して設けられている（図８では図示せず）。この手動ボタン５５を押下操作
すると、前記手動測定回路５０を介して測定が開始される。
【００５９】
　前記位置センサー３９は、人間の体位（臥位、坐位、立位）とともに、前記カフ部１１
が心臓Ｈの位置に対してどれだけ離れているか（血圧測定手段３を装着した上腕部Ａ１と
心臓Ｈとの位置関係）をセンシングするもので、例えば加速度センサーなどが用いられる
。
　前記位置センサー３９として加速度センサーを用いた場合には、加速度を測定し、適切
な信号処理を体位判定回路４０が行うことによって、傾きや動き、振動や衝撃といった様
々な情報を得ることができる。
　例えば、昼覚醒時においては、前記血圧測定手段３の動きや振動などを測定することに
より、測定時に前記第一表示手段６０の前記アラーム手段７１を介して測定時間の注意を
喚起し、所定の体位での血圧測定を実行できるようになっている。
【００６０】
　また、この実施形態では、前記位置センサー３９に活動量測定回路５３が接続され、前
記位置センサー３９からの情報を取得して活動量測定回路５３により、例えば歩数、歩行
距離、歩行時間、歩行速度、エクササイズの量等の活動量が測定されるようになっている
。これらの活動量は前記制御部３１に送られて前記血圧測定回路３７で得た血圧測定値と



(15) JP 2013-158415 A 2013.8.19

10

20

30

40

50

ともに、前記第一表示手段６０の表示部６３に表示されるようになっている。表示形式と
しては、例えば図１８に示すようなものとなる。
【００６１】
　前記時計回路４２は、時、分、秒のデータを生成するとともに、前記機器本体１４の各
部を時系列順に制御する機能を備えている。前記血圧測定手段３自体に表示部が備えられ
ていない場合には、この時計回路４２は、前記機器本体１４に内蔵される時計として働き
、特に表示されるものではない。
　また、この時計回路４２は、前記第一表示手段６０に備えられる前記時計手段６７と連
動しており、同じ時間を刻むように設定されている。
【００６２】
　また、本実施の形態の制御部３１では、前記機器制御回路４８（および前記安全回路４
９）を通じて前記空気ポンプ４４、前記洩圧弁４５等を制御しながら、この圧力変化、脈
動を前記圧力センサー３５により測定し、この測定結果から最高、最低血圧値、心拍数を
算出する機能も備えている。
　また、前記位置センサー３９からの情報による体位（臥位・坐位・立位）判定回路４０
を通じて前記血圧測定手段３の位置を判定するとともに前記血圧補正回路４１を制御し、
さらに、各回路からの信号によって血圧測定を行い、さらに得られた測定データ４を記憶
部３２に保管することができる。
　さらに、前記記憶部３２に記憶された測定データ４を、前記送受信部３０によって前記
第一表示手段６０に送信し、この第一表示手段６０の表示部６３に表示させることができ
る。
【００６３】
　前記記憶部３２は、測定された血圧のデータを記憶させるとともに、エラー判断などの
際に必要なデータを記憶させておくものである。
【００６４】
　脈拍検出回路５２は、脈拍を測定するためのものであり、血圧とともに脈拍も測定でき
るようになっている。
【００６５】
　一方、前記第一表示手段６０の構成のうち、前記時計手段６７は、時、分、秒のデータ
を生成して時間を知らせるとともに、前記第一表示手段６０の各部を時系列順に制御する
機能を備えている。
　また、この時計手段６７は、前記血圧測定手段３に備えられた前記時計回路４２と連動
しており、同じ時間を刻むように設定されている。
【００６６】
　また、前記アジェンダ設定手段６６は、前記表示部６３に表示される各種入力ボタン（
入力部６４）によって、１日の行動計画、予定、スケジュール（アジェンダ）、血圧の測
定時間等を設定するものである。
　なお、アジェンダとは、使用者１，２の日常の活動内容を意味しており、例えば、就眠
時間や起床時間、睡眠深度、服薬時、食前、食後、排便排尿前後、等の日常的な活動や行
動計画、予定、スケジュールを指している。
　具体的には、図１８に示すように、前記時計手段６７にて生成された時間に対して、１
日の行動計画、予定、スケジュール（アジェンダ）を、行動内容に対応したアイコンの生
成とともに、内部に記憶させるとともに、血圧測定タイマー手段６８と連動して２４時間
行動下における血圧の測定時間を設定し、前記血圧測定手段３の機器本体１４の各種機器
および回路（前記圧力センサー３５、前記マイクロフォン３６、前記血圧測定回路３７等
）を制御するものである。
　なお、スケジュールの登録変更はいつでも可能であり、前記第一表示手段６０内に記憶
された他のスケジュール管理ソフトで登録した内容と同期させて登録することもできるも
のである。
　血圧の測定時間としては、例えば３０分毎、１時間毎等の時間毎による測定設定はもち
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ろん、日常活動のポイント（例えば就眠時間と起床時間、服薬時、食前、食後、排便排尿
前後などのポイント）において設定できるものである。
【００６７】
　前記血圧測定タイマー手段６８は、前記アジェンダ設定手段６６と、前記ドクター指示
入力手段６９により設定された血圧測定時間を管理するもので、３０分毎、１時間毎の時
間管理はもちろん、前記アジェンダ設定手段６６によるスケジュールに応じた測定設定時
間を管理し、測定時間になれば、前記血圧測定手段３の血圧測定回路３７へ信号を送って
血圧測定が行えるようになっている。
【００６８】
　前記ドクター指示入力手段６９は、医師等の医療従事者６が特定の使用者１，２に対し
て測定したい血圧の測定時間を入力できるもので、本実施の形態においては、図１に示す
ように、医師等の医療従事者６が所有する第二表示手段８０から送信された情報が前記送
受信部６５を介して、前記第一表示手段６０内のドクター指示入力手段６９に送られ、前
記血圧測定タイマー手段６８と連動して測定時間を管理できるものである。
【００６９】
　前記血圧データ処理手段７０は、血圧測定により得られた膨大な血圧データを処理する
もので、ここで処理された血圧のデータは、制御部６１によって所定の数学的解析手段を
使って詳細に解析されて、臨床応用できるものとなり、液晶表示指示手段７２を通して前
記表示部６３に、日内変動の周期パターンを表示するものである。
【００７０】
　前記アラーム手段７１は、測定不能の場合のエラーや、前記第一表示手段６０の前記血
圧データ処理手段７０でのエラーが生じた場合、あるいは、測定時間において使用者１，
２に測定の注意を喚起する場合に、前記第一表示手段６０の表示部６３にアラーム表示を
生成するためのものである。
　また、目覚まし等の用途でアラーム音を発生できるように設定してもよい。
【００７１】
　なお、前記制御部６１ならびに前記血圧データ処理手段７０には、動脈の閉塞など循環
障害がある場合や糖尿病、高脂血症、高血圧症などの病気を患っている場合などにおいて
、健康体での血圧値との差なども解析処理して必要に応じてアラーム手段７１を介してア
ラームできる処理も可能となっており、さらに、次のような血圧のデータの場合のエラー
をも判断できるようになっている。
　例えば、成人の場合、次の条件を一つでも満たさない測定値の場合はエラー表示する。
１）７０ｍｍＨｇ≦ＳＢＰ（収縮期血圧）≦２５０ｍｍＨｇ
２）３０ｍｍＨｇ≦ＤＢＰ（拡張期血圧）≦１３０ｍｍＨｇ
【００７２】
　また、前記表示部６３には、各種入力ボタン等が表示されるように設定されており、各
種入力ボタンをタッチ入力したり、フリック入力したり、ドラッグ入力したりして必要な
入力ができるようになっている。
【００７３】
　前記記憶部６２には、上述のような各種手段を動作させるための各種プログラムや各種
データが記憶されており、前記制御部６１によって各種プログラムが実行される。
　また、前記記憶部６２には、前記入力部６４によって入力された身体情報（背の高さ、
胸囲、胴囲、体重など）が記憶されている。
【００７４】
　なお、前記血圧測定手段３と前記第一表示手段６０とのデータの送受信は、本実施の形
態においては、例えば赤外線やその他電波を利用した無線接続によって行われるが、有線
接続によりデータの送受信を行ってもよいものとする。
　また、前記第一表示手段６０に記憶された測定データ４は、各種記録媒体に書き込んで
持ち運ぶことが可能となっている。
【００７５】
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（血圧の測定方法）
　次に、本実施の形態の前記血圧測定手段３および前記第一表示手段６０による血圧の測
定方法について説明する。
　まず、前記血圧測定手段３を、使用者１，２の上腕部Ａ１に装着する。
　この時、前記保持板部１３を持ち、上腕二頭筋の側に前記保持板部１３を合わせて前記
カフ部１１が一体的に設けられた前記上腕装着部２１を素肌の上から捲くようにし、この
上腕装着部２１の両端を面ファスナー２１ａ，２１ｂで留める。
　これにより、前記カフ部１１が上腕部Ａ１全体に捲かれるとともに、前記機器本体１４
が上腕二頭筋の上側に配置され、前記マイクロフォン３６がコロトコフ音を集音できる適
正な位置に配置されることとなる。
　なお、前記血圧測定手段３を上腕部Ａ１に装着する際は、例えば立位時においては、図
５に示すように、前記血圧測定手段３と心臓Ｈとの高さ位置が、略等しくなるように装着
する。
【００７６】
　続いて、前記血圧測定手段３を上腕部Ａ１に装着し、正しい姿勢を取った状態で初回の
血圧測定を行う。そして、得られた初回の測定値を、後の手順である血圧補正のための標
準値として設定する。
【００７７】
　続いて、前記第一表示手段６０の前記時計手段６７を動作させ、前記表示部６３上で、
前記入力部６４により時刻設定を行い、前記時計手段６７と連動する前記血圧測定手段３
の時計回路４２の時刻を設定する。
【００７８】
　続いて、前記アラーム手段７１を実行して、前記表示部６３上で、前記入力部６４によ
り目覚ましの時間を設定し、起床のためのアラーム音等を鳴らす時刻を設定する。
【００７９】
　続いて、前記アジェンダ設定手段６６を実行し、１日の行動計画、予定、スケジュール
をアイコン表示させて設定する。また、このアジェンダ設定手段６６によれば、日常活動
の記録（就眠時間および起床時間、睡眠深度、食事、排便排尿、服薬など）を設定できる
ようになっている。
　なお、このアジェンダ設定手段６６の実行に連動して、前記血圧測定回路３７が動作す
るように設定されている。
【００８０】
　続いて、前記アジェンダ設定手段６６とは別に、前記血圧測定手段３の前記血圧測定タ
イマー回路４３を動作させ、血圧測定時間を設定する。血圧測定時間の設定は、時間毎（
３０分毎、１時間毎など）はもちろん、就眠時、起床時、服薬時など臨床的な面から重要
な時間を、前記第一表示手段６０から簡単に設定できるようになっている
　なお、この血圧測定タイマー回路４３の動作に連動して、前記血圧測定回路３７が動作
するように設定されている。
【００８１】
　続いて、前記血圧測定回路３７を動作させて血圧測定を行う。なお、本実施の形態では
前記アジェンダ設定手段６６および前記血圧測定タイマー回路４３で設定された血圧測定
時間に基づいて自動で血圧測定を行うが、これに限られず、前記手動測定回路５０を動作
させて手動で血圧測定を行うものとしてもよい。
　以下では、前記血圧測定回路３７を動作させた血圧測定について、より詳細に説明する
。
【００８２】
　血圧の測定は、まず、前記空気ポンプ４４により前記カフ部１１内に空気を充填するこ
とによって、血管に圧力が加わる。
　そして、圧力により血行が停止すると、徐々に前記カフ部１１内の空気を前記洩圧弁４
５から逃がして血管に加えている圧力を減少し、血行を開始させる。
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　前記カフ部１１には脈拍を検出する前記マイクロフォン３６が内蔵され、図示しない信
号線を介して手動測定回路５０に信号が送られ、血行の停止時と開始時に対応する前記カ
フ部１１内の圧力から血圧のデータが得られる。
【００８３】
　なお、前記第一表示手段６０の記憶部６２に予め記憶させておいた身体の特徴（背の高
さ、胸囲、胴囲、体重など）と、予め設定した前記標準値とにより、前記血圧補正回路４
１の動作に基づいて、血圧測定時の補正が適正に行うことができる。
　例えば、臥位の状態において、測定位置が心臓Ｈよりも低いと測定値は高くなる傾向に
なるが、このように身体情報が入力されていれば、血圧補正回路４１により血圧測定時の
補正がなされ、質の高い血圧のデータが測定されることになる。
【００８４】
　続いて、前記アジェンダ設定手段６６および血圧測定タイマー回路４３での血圧測定に
ついて説明する。
　まず、前記表示部６３上で、前記入力部６４により日常のスケジュールを登録するとと
もに、血圧測定タイマー回路４３を動作させる際の血圧測定時間を設定しておく。
　日常のスケジュール登録は、図１８に示すように、各種アイコン（ドライブアイコンＦ
１、食事アイコンＦ２、図示しない通勤アイコン、図示しないアラームアイコン、薬アイ
コンＦ５、歩行アイコンＦ６、会議アイコンＦ７、デスクワークアイコンＦ８、アルコー
ルアイコンＦ９、バスアイコンＦ１０、お休みアイコンＦ１１）を選択するなどして設定
できることはもちろんであるが、前記第一表示手段６０に備えられたスケジュール管理ソ
フトと連動させての設定もできる。
【００８５】
　昼間の覚醒時には、前記血圧測定手段３を上腕部Ａ１に装着した状態で、血圧測定時間
になると、昼覚醒時制御回路４６が動作するとともにアラーム手段７１が動作して使用者
１，２に血圧測定時間が始まることが通知される（例えばバイブ機能あるいはアラーム音
など）。
　昼覚醒時に血圧測定時間が通知されたら、正しい姿勢を取った状態で、手動ボタン５５
を押すか、あるいはその状態で静かに待っていると、血圧測定回路３７が動作して前記カ
フ部１１が加圧され、血圧測定が始まる。
【００８６】
　夜間睡眠時には、前記血圧測定手段３を上腕部Ａ１に付けた状態で就眠する。
　夜間睡眠時には、夜間睡眠時制御回路４７が動作し、昼覚醒時とは異なり、眠りを妨げ
ないようにアラーム音等が鳴動しない。
　また、例えば、就眠中の腕部Ａの位置（機器本体１４の位置）が心臓Ｈよりも高い位置
や低い位置にあっても血圧補正回路４１の働きにより、適正な血圧が測定されることにな
る。
【００８７】
　また、以上のようにして測定された血圧のデータは、図１～図９に示すように、前記血
圧測定手段３の送受信部３０および前記第一表示手段６０の送受信部６５を介して、前記
血圧測定手段３から前記第一表示手段６０へと送られ、前記第一表示手段６０の前記記憶
部６２に記憶される。
　そして、前記第一表示手段６０の前記記憶部６２に記憶された血圧のデータ（測定デー
タ４）は、ネットワーク５を介して、前記測定結果データベース１００へと送られ、この
測定結果データベース１００に格納される。
【００８８】
　なお、外出中の血圧の測定では、例えば公衆無線ＬＡＮスポット５ａを介して情報のや
り取りを行ってもよい。
【００８９】
（血圧モニタリングシステムによるモニタリング方法）
　前記測定結果データベース１００は、上述のように前記診療情報データベース１１０と
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リンクしており、前記測定結果データベース１００に格納された測定データ４は、ネット
ワーク５を介して、前記診療情報データベース１１０へと送られる。そして、使用者１，
２ごとの診療記録データ１２０の一部として前記診療情報データベース１１０に格納され
る。
【００９０】
　医師６は、図１２～図１８に示すように、前記第二表示手段８０の表示部８３に診療記
録データ１２０を表示させ、前記測定データ４に基づいて、使用者１，２の健康状態をよ
り詳細に診断することができる。
　なお、図１２～図１８に示す第二表示手段８０はタブレット端末であり、タッチパネル
方式が採用されている。
【００９１】
　図１２は、前記第二表示手段８０のホーム画面であり、前記表示部８３には、複数のサ
ムネイルや、複数のアイコン、日付等が表示されている。
　例えば診療記録データ１２０を表示させたい場合は、前記複数のアイコンのうち、診療
記録データ１２０用のアイコンＩＣ１をタップ操作すること、図１３に示すような診療記
録データ１２０呼び出し用の画面を前記表示部８３に表示することができる。
【００９２】
　図１３に示す診療記録データ１２０の呼び出し用画面には、使用者１，２（患者）のカ
ルテ番号を入力する入力欄Ｃ１が表示されている。
　前記入力欄Ｃ１の下側には、複数の文字入力ボタンからなる入力ボタン群Ｂ１が表示さ
れており、文字入力ボタンをタップ操作することによって前記入力欄Ｃ１に、文字が入力
される。なお、文字の種類は適宜変更可能であり、図１３ではアルファベットが表示され
ているが数字でもよいし、漢字やひらがな、その他の文字を表示してもよい。
　前記入力欄Ｃ１の横には、検索実行ボタンＢ２が表示されており、前記入力欄Ｃ１に使
用者１，２のカルテ番号が入力されてから、この検索実行ボタンＢ２をタップ操作するこ
とによって、検索結果リストＬ１を表示することができる。
　検索結果リストＬ１は、図１３中の右側に表示されており、カルテの表示順を示す「Ｎ
ｏ．欄」やカルテ番号を示す「カルテ番号欄」、使用者１，２の名前を示す「患者名欄」
が表示される。
　検索結果リストＬ１に表示された各欄をタップ操作することによって、タップされた使
用者（患者）の診療記録データ１２０を表示することができる。
【００９３】
　また、図１２のホーム画面に表示されたアイコンＩＣ２をタップ操作することによって
、図１４に示すような情報を前記表示部８３に表示することができる。
　図１４は、前記データリンク手段８７を実行することによって表示される画面であり、
前記診療情報データベース１１０内に記憶された使用者（患者）のリストＬ２と、リスト
Ｌ２で選択された使用者１，２（患者）の基本情報（既往歴や喫煙歴など）等が表示され
る情報欄Ｃ２と、リストＬ２で選択された使用者１，２（患者）の前記測定データ４に基
づいて作成されたトレンドグラフが表示されるグラフ表示欄Ｃ３と、が同時に表示されて
いる。これによって、医師６は、使用者１，２の基本情報を見ながら、血圧の診断を行う
ことができる。
　また、情報欄Ｃ２には、前記リストＬ２で選択された使用者１，２（患者）の診療記録
データ１２０を呼び出すことができるボタンＢ３が表示されている。
【００９４】
　また、図１５は、図１４に示す画面の一部の表示を変更させた状態の画面であり、前記
情報欄Ｃ２の代わりに、前記グラフ表示欄Ｃ３とは異なる日付のトレンドグラフが表示さ
れるグラフ表示欄Ｃ４が表示されている。
　これによって、医師６は、前記グラフ表示欄Ｃ３と前記グラフ表示欄Ｃ４とでは異なる
日付のトレンドグラフを表示することができるので、グラフを比較しながらの診断を行う
ことができる。
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【００９５】
　図１６および図１７は、前記グラフ表示欄Ｃ３と前記グラフ表示欄Ｃ４をそれぞれ拡大
して前記表示部８３に表示させた画面である。前記グラフ表示欄Ｃ３および前記グラフ表
示欄Ｃ４に表示された各グラフをピンチアウト操作することによって、これら各グラフを
拡大して表示することができる。
　また、前記グラフ表示欄Ｃ３および前記グラフ表示欄Ｃ４の各グラフには、前記矢印情
報Ｙが表示されている。したがって、前記表示部６３上に指を当てて、矢印の方向に向か
ってドラッグ操作またはフリック操作を行うことで、前記トレンドグラフを移動させるこ
とができ、別の日付のトレンドグラフを前記表示部６３上に表示させることができる。
【００９６】
　なお、図１６および図１７に示すような拡大されたグラフ表示欄Ｃ３やグラフ表示欄Ｃ
４の各グラフは、前記第二表示手段８０だけでなく、前記第一表示手段６０の表示部６３
や、前記第三表示手段９０の表示部９３にも表示することができる。
【００９７】
　図１８は、前記測定データ４を解析して図表化したもので、図１２のホーム画面に表示
されたアイコンＩＣ３をタップ操作することによって、前記表示部８３に表示することが
できる。
　図示例では、縦軸に血圧が、横軸に時間が配置されて、最高血圧と最低血圧の測定値が
２４時間の単位で線グラフとして表示され、これら最高血圧と最低血圧の間は着色されて
画面上で分かりやすくなっている。なお、上側の折れ線グラフが最高血圧を示し、下側の
折れ線グラフが最低血圧を示す。
　また、同じ図表の中で棒グラフとして活動量のひとつである歩行数がその数字とともに
棒グラフで表示され、さらに、各種アイコン（ドライブアイコンＦ１，食事アイコンＦ２
，薬アイコンＦ５、歩行アイコンＦ６、会議アイコンＦ７，デスクワークアイコンＦ８、
アルコールアイコンＦ９、バスアイコンＦ１０、お休みアイコンＦ１１）が時間ごとに表
示されている。
　また、この図表では「Ｌｉｆｅ」の列Ｇ１に起床、朝食、運動、仕事（外回り）、昼食
、会議、仕事（デスク）、夕食、風呂、就寝、睡眠などといった具体的な内容が表示され
るようになっており、さらに「Ｄｏｃ」の列Ｇ２に、投薬の際の時間など医師が設定した
内容が表示されるようになっている。
　これらの表示内容はアジェンダ設定、ドクター指示設定時に自動生成されて画面上に表
示されるものである。
【００９８】
　また、このように医師６によって診断された後、医師６は、臨床の現場に必要な、より
質の高いデータを求めるべく、血圧測定時間を使用者１，２に対して指示する。この時、
医師６は、前記第二表示手段８０上で前記ドクター指示手段８８を実行し、血圧を測定し
たい時間の情報をドクター指示情報として、前記送受信部８５を介して、使用者１，２が
所有する前記第一表示手段６０に送信する。
　前記第一表示手段６０では、前記送受信部６５を介してドクター指示情報が受信される
。そして、前記ドクター指示入力手段６９が実行され、血圧測定タイマー回路４３と連動
して血圧測定時間が管理される。
　なお、このようにドクター指示入力手段６９に送られたデータに基づいて設定された血
圧測定時間の設定は、その他の回路によって登録された血圧測定時間の設定のいずれより
も優先される。
【００９９】
　なお、本実施の形態においては、聴診法をマイクロフォン３６に置き換え血管音（コロ
トコフ音）を自動的に判定して血圧を測定するマイクロフォン法としてあるが、カフ圧の
脈圧による圧振動（oscillation）を分析して血圧を測定するオシロメトリック（OS）法
であっても、本発明の効果は達成でき、本発明は実施例に限定されるものではないことは
言うまでもない。
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【０１００】
　前記測定結果データベース１００に格納された測定データ４は、ネットワーク５を介し
て、前記第三表示手段９０で取得することができる。
　前記第三表示手段９０として、例えば自宅８ａや外出先８ｂ等にある前記第一表示手段
６０や前記第二表示手段８０以外のコンピューター等を利用することができるので、前記
測定データ４をいつでも確認することができる。これによって、医師等の医療従事者６だ
けでなく、使用者１，２の診療への参加意識を高めるとともに高血圧診療の質も向上させ
ることができる。
【０１０１】
　本実施の形態によれば、随時外来で血圧測定を行う場合に比べて測定頻度が多いことに
加えて、時間との関係、アジェンダ（日常行動のスケジュール）との関係で血圧情報が得
られ、血圧情報としての質を高めることができる。特に、臨床の現場に必要な質の高い血
圧測定を行うことができる。
　また、アジェンダ設定手段６６により予め計画された使用者の行動を、血圧測定タイマ
ー手段６８によって管理することができるので、血圧情報の質をより高めることができる
。
　また、医師６によって指示された時間を前記血圧測定タイマー手段６８によって管理す
ることができるので、血圧情報の質をさらに高めることができる。
　また、ドクター指示入力手段６９により、血圧測定を自由に医師６が選択できるため、
例えば、朝と晩の統一的な測定条件下に得られる使用者１，２の長期的な血圧情報を得る
こともでき、臨床的な意義を向上させることができる。
　さらに、アジェンダの設定により、例えば、降圧薬服用中の血圧の変化を日内変動とし
て、前記第一表示手段６０や前記第二表示手段８０等でいつでも確認することができるの
で、降圧の程度とスビードを診療経過の中で医師６ばかりでなく使用者１，２自身も確認
でき、服薬の状態と薬効、さらに血圧レベルの推移が明確となり、使用者１，２の服薬に
関する自己責任を認識させ、服用コンプライアンスを向上させることができる。
　そのことは、使用者１，２の診療への参加意識を高めるとともに高血圧診療の質も向上
する。
　さらに、１日に複数回測定し、１日のみならず１ヶ月の平均をとればサンプル数も多く
なり、推計学的信頼性の高い値が得られ、複数回測定した血圧値の平均値の平均はある個
体の固有の血圧レベルをより良く反映する。そして、このような情報は、診察室以外では
正常血圧を示す白衣高血圧の診療には不可欠なものとなる。
　また、昼覚醒時と夜間睡眠時とで異なる血圧測定が行われた場合には、夜間睡眠時の血
圧、睡眠より早朝覚醒に到る血圧上昇（morning surge）、昼間の行動期、労作時の血圧
などの情報を得ることができる。さらに、このような情報は、例えば一定時間間隔での血
圧測定における血圧日内リズムや血圧変動性の分析に役立つ。
　さらに、昼覚醒時と夜間睡眠時の血圧測定を別モードで行い、昼間労作時血圧や夜間就
眠時血圧を正確に測定することができるので、昼間平均値、夜間平均値を算出することが
でき、この平均値を使用者１，２固有の血圧の基準値として呈示することができる。
【０１０２】
　さらに、前記血圧測定手段３では、記録器を肩に掛けたり、腰に装着したりする必要が
無く、持ち運びも簡易で、日常生活においても気軽に血圧を測定することが可能となる。
また、上腕部Ａ１での血圧測定を可能としているため、手首等で測定する血圧測定器に比
べて、血圧測定時にカフ部１１の位置をわざわざ心臓Ｈ近くまで位置させるような動作を
する必要がなく、２４時間行動下での血圧測定への適用性をより高めたものとなる。
　さらに、前記機器本体１４および前記第一表示手段６０により、２４時間行動下におけ
る血圧の測定が行われ、また、アジェンダの設定により、使用者１，２の日常の活動内容
が設定されて、血圧の測定と関連付けられ、さらに前記第一表示手段６０の表示部６３に
動脈波形とともにこれらの情報が表示されるので、日常の記録と血圧との関連などを容易
に把握することができる。
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【０１０３】
　さらに、本実施の形態によれば、前記血圧測定手段３は使用者１，２の上腕部Ａ１に装
着されるものであり、この血圧測定手段３により測定されるデータは、この血圧測定手段
とは別個の第一表示手段６０により表示されるようになっているため、（１）常に心臓Ｈ
に近い位置で血圧が測定されることにより、手首式血圧計等に比べて正確な血圧の測定デ
ータ４が得られるとともに、（２）血圧の測定結果を血圧測定手段３とは別個の第一表示
手段６０により表示されるようになっているので、上腕部Ａ１に装着される血圧測定手段
３にはディスプレイ等の表示手段が設けられないために上腕部Ａ１の装置の小型化を図る
ことができる利点がある。そしてこれにより、正確な血圧測定と小型化が図れるために２
４時間行動下血圧計としての適用性を高めることができる。
　加えて、血圧測定手段３からの前記測定データの記録は前記測定結果データベース１０
０に格納されるため、血圧測定手段３に装備されるメモリー等の制限を受けることがなく
、長期にわたって血圧計を使用する場合であっても、使用者の身体的負担や精神的負担を
軽減することができる。
　また、前記血圧測定手段３からの前記測定データを受信する前記第一表示手段６０とし
て、例えばスマートフォンやＰＤＡ、タブレット端末等の各種携帯情報端末や、各種パー
ソナルコンピューター等のうち、使用者が所有し、かつ日常的に使用しているものを採用
すれば、これらに血圧測定データの表示ソフトをインストールすることにおり、血圧測定
手段３で測定した血圧データを容易に表示可能であるため、機器のコストを血圧の測定の
みに特化し得て血圧計全体の製造コストが高くなることを防ぐことができる。これによっ
て、２４時間行動下血圧計を個人でも購入しやすくなるので、長期にわたる血圧のモニタ
リングが実行しやすくなり、結果的に質の高い血圧情報を得やすくなる。
　しかも、前記測定結果データベース１００に格納された測定データ４には、使用者１，
２を識別するための識別情報が付加されているので、多数の使用者１，２ごとのデータ管
理が可能となる。これによって、多数の人の需要に応えられる環境を形成することができ
、従来のように一人当たりの血圧計の使用期間を短くする必要もなくなり、長期にわたる
血圧のモニタリングを行いたいという多数の人の需要に応えることができる。
　また、前記測定データ４は前記測定結果データベース１００に格納されており、医師等
の医療従事者６は、前記診療情報データベース１１０を通じて前記測定データ４を取得で
きるので、使用者１，２が前記測定データ４を、医師の元に逐次持参する必要が無くなる
。このため、長期にわたって前記血圧測定手段３を使用する場合であっても、通院回数が
多くなることを防ぐことができるので手間が無く、使用者１，２の身体的負担や精神的負
担の軽減に寄与できることになる。
　さらに、医師等の医療従事者６は、前記診療情報データベース１１０から前記測定デー
タを含む使用者の診療記録データ１２０を取得できるので、前記２４時間行動下における
測定データを含む診療記録データ１２０から、使用者の健康状態を的確に把握できるよう
になる。また白衣高血圧や仮面高血圧、職場高血圧、モーニングサージなどの状況を医師
が容易に把握できるため、臨床における診療への活用性を向上することができる。
【０１０４】
　前記表示部６３，８３，９３には、前記測定データ４を時系列順に表示した前記トレン
ドグラフを表示できるので、血圧の変動等の血圧情報が見やすくなる。また、前記グラフ
作成手段７６，８６，９６によって、前記トレンドグラフの作成時に前記矢印情報Ｙが同
時に作成されることから、前記矢印情報Ｙに基づいて、前記トレンドグラフをドラッグ操
作またはフリック操作を行うだけで、前記トレンドグラフを前記表示部６３，８３，９３
上で時系列に沿って簡単に移動させることができる。そして、このように血圧情報が見や
すくなり、前記トレンドグラフの操作もしやすくなるので、医師等の医療従事者６による
診断がしやすくなる。これによって、結果的には血圧情報の質を高めることができるので
、使用者１，２の健康状態の向上に寄与できる。
【０１０５】
　また、前記第三表示手段９０は、前記測定結果データベース１００からネットワーク５
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を介して前記測定データ４を取得できるので、例えば、使用者１，２自身が、前記第一表
示手段６０とは異なる情報端末を利用して前記測定データ４を取得したり、医師等の医療
従事者６が、前記第二表示手段８０とは異なる情報端末を利用して前記測定データ４を取
得したり、第三者が前記測定データ４を取得したりすることができる。これによって、前
記測定結果データベース１００に対してアクセス許可されてさえいれば、いつでもどこで
も使用者１，２の血圧情報を得ることができるので、必要に応じて適宜診断が可能となり
、使用者１，２の健康状態の向上に寄与できる。
【０１０６】
　また、前記血圧計本体１０は、使用者１，２の上腕部Ａ１の血管を圧迫するためのカフ
部１１と、前記カフ部１１の圧力変化に基づいて血圧測定を行う血圧測定手段と、を有す
るので、使用者１，２の腕部Ａのうち上腕部Ａ１で血圧の測定を行うことができる。これ
によって、例えば体の末梢で血圧の測定を行う場合に比して、外部環境に左右されにくい
正確な測定データ４を得ることができるので、血圧情報の質の向上に寄与できる。
　そして、前記血圧計本体１０は、前記血圧測定手段により測定された血圧の測定データ
４を、前記第一表示手段６０に送信する送信手段として送受信部３０を有するので、この
送受信部３０によって、前記測定データ４を、前記第一表示手段６０に確実に送信するこ
とができる。
【０１０７】
　また、前記上腕装着部２１は、前記血圧計本体１０を保持していることから、前記カフ
部１１も同時に保持していることになる。したがって、血圧の測定時には前記カフ部１１
が膨らみ、測定時以外は萎むため、前記上腕装着部２１は、使用者１，２の上腕部Ａ１に
対して、血圧の測定時には密着し、測定時以外には比較的緩い装着状態となる。このため
、前記前腕装着部２２を、使用者１，２の前腕部Ａ２に密着させるようにして装着させれ
ば、この前腕装着部２２によって前記上腕装着部２１および前記血圧計本体１０を支持す
ることができる。これによって、使用者１，２の腕部Ａに対する前記上腕装着部２１およ
び前記血圧計本体１０の装着状態を継続できるので、例えば血圧測定手段３のずり落ちを
気にすることで使用者１，２が感じる身体的負担や精神的負担を軽減でき、長期にわたる
血圧測定に好適となる。
【符号の説明】
【０１０８】
１　使用者
２　他の使用者
３　血圧測定手段（血圧測定装置）
４　測定データ
５　ネットワーク
６　医療従事者
１０　血圧計本体
１１　カフ部
１４　機器本体
２０　装着帯
２１　上腕装着部
２２　前腕装着部
３０　送受信部
６０　第一表示手段
８０　第二表示手段
９０　第三表示手段
１００　測定結果データベース
１０２　識別情報付加手段
１１０　診療情報データベース
Ａ１　上腕部
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